
大
川
関
与
ム
ハ
届
二
」
可
一
日
筒
吉
一
種
幽
野
伸
駒
調
可
(
・
E
一
関
一
回
調
伺
ν
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印
紙
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生
物
の
美
的
進
化

露
凶
亜
の
新
経
横
政
策
ご
農
業

語

叫

首

相

山

プ

ル

グ

ン

氏

の

諸

枇

合

主

義

評

論

護

法

問

中

博

士

英
剛
弁
倒
議
の
銀
行
閥
有
諭

物
館
指
数
の
意
味

盟

雑

銀

町
人
の
財
力
ご
士
農
.
陶
階
級

可
。

E
F
t
-ロ
一
色
町
に
つ
き
て
・
-
-

英
古
利
の
岡
際
海
運
枚
入
国
.

摘
週
一
品
川
同
銀
行
の
溌
券
制
度

辻

品

叫

怠

下

使
臨
時
融
持
刑
合
計
叫
則
・
健
康
保
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他
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規
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m
f
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岬
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中
士

敬
投
融
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J
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伐
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中
博
士

私
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相
向
血
中
抑
L
L
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敬

技

法

串

士

難

幅

取

神
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雄

川
村
多
官
一
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回
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英
図
般
労
働
黛
の
銀
行
困
有
諭

谷

ロ

彦

銀
行
固
有
運
動
の
「
物
質
的
保
件
』

法
に
問
題
ご
す
る
の
は
、
場
者
の
机
上
で
考
へ
ら
れ
た
一
般
抽
象
的
な
銀
行
岡
有
諭
で
は
な
〈
、
今
日
の
英
闘

に
於

τ、
現
W
H
に
問
山
凶
・
と
さ
れ
つ
、
あ
る
特
妹
HA
慨
的
な
一
の
運
動
で
あ
る
。
英
闘
に
於
げ
る
労
働
運
働
乃
至
枇

白
主
義
は
、
周
〈
知
ら
る
、
如
く
、
雄
副
た
る
瑚
論
的
川
悦
抽
出
に
立
仰
せ
す
、
そ
の
主
張
は
不
徹
底
を
弛
れ
な
い
ざ

し
て
も
‘
そ
H

い
は
秘
め
て
W
H
際
的
な
賀
行
辿
動
で
あ
る
o

彼
等

ω政
策
は
、
改
良
宇
説
的
な
傾
向

ω
強
い
代

h

に
直
ら
に
明
日
よ
ち
-MH
行
L
得
る
も
の
が
多
い
。
彼
等
は
来
る
べ
き
総
選
準
に
於
け
る
労
働
燕
の
勝
利
を
確
信

L
‘
総
C
の
凶
同
準
を
「
尖
の
労
働
内
閥
」
ド
お
ハ

vτ
居
る
。
誌
に
問
魁
己
す
る
銀
行
附
有
運
動
も
亦
‘
此
切
一
傾
向

に
脱
す
る
も

ω
古
見
ら
る
、
。
勿
論
そ
れ
は
、
最
近
に
後
表
ゼ
ら
れ
た
「
農
業
に
閲
す
る
労
働
滋
政
鍛
L

ほ
ど
に

は
、
議
会
組
己
[
て
の
料
っ
た
HH
慨
4

是
正
は
な
っ

τ賠
ら
な
い
o

け
れ
ど
も
此
の
迩
動
の
↑
部
は
、
併
に
寸
英
蘭

刷
叫
れ
凶
行
出
色
、
7
1
て
今
年

ω議
合
に
提
出
苫
れ
て
居
り
、
少
〈
己
も
い
泡
ラ
脚
立
に
於
1
、
彼
等
山
主
張
の
全
部

又
は
一
部
は
、
民
現
き
る
、
可
能
性
が
あ
る
o

此
の
意
味
に
於
て
、
金
融
制
度
の
改
革
が
問
題
正
な
っ
て
居
る
今

市主

夢E

民
同
事
帥
晶
の
銀
行
問
布
論

第
二

f
N昏

弟

抑

じ
すE

，、

A Labour Policy on Agricultme (1926) 

B九nkof England (Nalion九lisation)日ilI(1926) 
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面主

手巨

英
間
川
公
働
誕
白
銀
行
闘
有
諭

第
二
十
四
笹

=
ハ
四

f!e; 

批

J

J

 

l

h

J

〆

日
の
我
が
闘
に
ご
h

リ
、
何
等
か

ω巻
考
に
は
な
る
で
あ
ら
う
。

何
故
に
銀
行
閥
引
諭
が
今
日
的
英
凶
に
於
て
問
題
ご
な
る
か
?
そ
り
「
物
質
的
保
件
」
を
私
は
こ
っ
悲
げ
る
。

第
一
は
、
資
本
主
義
に
恨
常
的
な
集
中
運
動
で
あ
る
o

共
闘
に
於
げ
る
企
業
合
同
ゆ
傾
向
は
、
↑
定
の
理
由

ωた

め
に
米
猫
よ

b
J
L「
年
乃
雫
十
五
年
お
〈
れ
て
、
一
九

O
O年
以
情
に
於
て
漸
次
に
術
大
し
っ
、
あ
っ
た
が
、
併

し
此
の
運
動
に
一
時
換
を
訓
し
た
り
は
、
戦
時
事
ろ
戦
後
で
h
る
h

産
業
界
に
於
り
る
此
の
新
畑
山
は
、
之
ぜ
併

行
し

τ銀
行
合
同
の
湧
企
強
め
ね
ば
な
ら

ω。
一
九
一
八
年
に
設
け
ら
れ
た
「
銀
行
合
同
制
在
命
レ
は
、
ザ
イ
ク
ー

氏
の
批
評
す
る
総
に
、
銀
行
刑
盆
を
代
表
す
る
も
の
が
宇
は
を
上
山
め
て
尉
た
り
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
「
古
い
γ

型
~
の

合
同
正
迷
っ
て
、
「
新
し
い
型
」
の
銀
行
合
同
は
、
「
獅
市
凶
危
険
い
を
か
も
す
も
の

Z
L
一1
、
弐

ω如
〈
響
告

L
て

日
泊
る
の

「
銀
行
合
同
若
〈
は
金
融
ト
ラ
ス
ト
に
進
む
こ
ど
は
疑
も
な
(
刷
曾
の
総
T
の
階
級
に
大
き
な
危
快
を

北
也
、
吉
越
し

t
、
銀
行
来
的
同
有
化
を
要
求
せ
L
h
U

る
に
至
る
o

か
、
る
介
M
は
、
岡
家

ω金
融
上
的
安
闘
な
ら
び

に
預
金
者
及
び
事
業
家

L
し
ゅ
例
人

ω一
利
盆
が
、
主
ピ
し
1
株
主
的
一
利
篠
山
り
た
め
に
働
〈
所

ω二
三
の
一
例
人
的

手
に
握
ら
る
、
ョ
】
ご
を
立
味
す
る
。
そ
の
上
に
、
か
、
る
金
融
ト
ラ
ス
ト
の
外
部
に
立
ウ
ペ
き
英
蘭
銀
行
の
地
位

は
、
か
、
品
川
股
倒
的
合
同
に
よ
っ

L
祉
に
し
〈
危
険
に
瀕
(
、
金
融
市
場
の
支
払
者
及
び
統
制
者
ご
し
て
の
極
め

て
重
要
な
機
能
を
遂
行
す
る
上
に
、
極
端
な
困
難
や
一
戚
守
る
什
い
至
る
ま
で
め
ら
う
O

E

-

E

:

す
べ
て
是
等
の
結

果
は
、
公
恭
一
ω
利
八
哲
也
脅
か
す
こ
と
、
な
る
で
ゐ
ら
う
云
ム
ピ
。

併

L
乍
ら
、
自
然
の
勢
は
「
R

公
永
の
利
盆
」
仁
頓
着
な
〈
進
む
。
或
る
銀
行
家
り
告
白
す
る
慌
に
川
よ
[
そ
れ
が

Rees (]. M町，)Trust in llritish Indu山 y19I4-1 921 (1922) 
Tre孔suryCommittec on BaLlk Am孔Ig"Clll1'ltiuns.
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岡
氏
の
利
盆
に
反
す
る
正
し
て
も
、

銀
行
が
そ
の
資
力
を
合
同
せ
ね

「
産
業
界
的
2

新
運
動
己
併
行
す
る
た
め
点
、

産
業
界
の
大
令
同
M
r
-
】
れ
を
必
然
な
ら
し
め
た
」
の
で
あ
る
o

従
っ
て
調
査
曾

ω提

案
に
も
ご
づ
い
て
銀
行
合
同
を
制
限
せ
ん
ご
す
る
計
査
も
例
等
内
殺
川
市
を
覚
る
能
は
十
、
そ
の
脅
年
一
九
一
九
年

は
、
最
近
二
十
年
来
に
於
け
る
銀
行
合
同
史
上
仁
新
記
録
を
作
つ
J
L
尉
る
叶
か
、
る
朕
勢
じ
あ
っ
て
は
、
委
員
品
目

の
密
告

L
た
泌

h
、
「
銀
行
業
の
岡
布
化
』
を
七
仮
す
る
も
の
、
去
は
る
、
は
寧
ろ
自
然
で
ゐ
ら
う
o

阪
に

1
1
ズ

ば
な
ら
泊
正
い
ふ
こ
ご
は
、

で氏
あの
るまH

6.'''' '" fi も-，-、
E長「
す唯
る一-
o ()) 

合
活!
的
な
日lf
決

銀
行
の
岡
布
化
、
叫

A

ぴ
英
蘭
銀
行
を
同
氏
銀
行
に
嶋
愉
悦
す
る
こ
己

第
二

ω「
物
質
的
依
件
」
は
、

資
本
主
義
仁
拙
則
的
な
ぷ

umω
抽
出
動
で
あ
る
o

戦
時
及
び
之
仁
総
〈
イ
Y

プ
レ
イ

ジ
ョ
ン
の
時
代
正
、
そ
り
反
動
己
[
て
必
然
的
に
襲
来

L
た

九
二

O
年
以
後
り
デ
ア
レ
イ
ジ
ョ
ン
ピ
、
こ
の
二
つ

ω相
反
す
る
都
叫
酬
は
、

そ
の
凶

ω金
融
制
昨
日
が
凶
民
生
活

ω上
に
如
何
に
重
大
な
庇
銭
山
一
影
響
を
引
っ
か
を
数
ふ

る
に
十
分
で
あ
っ
た
。
的
の
時
代
に
於
け
る
物
川
剛
腕
此
の
脱
出
品
ピ
、

後

ω時
代
に
於
り
る
恐
ろ
し
い
大
来
的
襲
来

記
、
是
等

ω
捕
ま
し
い
経
時
酬
が
、

金
融
制
度

ω位
利
統
制
か
ら
来
る
必
然

ω
紡
川
市
で
め
る
こ

F
f知
る
な
ら
ば
、

ヨ
』
れ
が
金
融
組
織
の
校
本
的
改
革
計
〈
は
金
則
的
刑
曾
統
制
を
要
求
す
る
誕
帥
ピ
な
っ
て
表
は
る
、
E

こ
ご
は
、
蓋

し
蛍
然
凶
結
川
末
、
己
言
ひ
符
る
で
あ
ら
う
。

労
働
議
内
に
於
け
る
迎
動
の
器
展

ダ
グ
一
プ
λ

氏
の
「
新
川
代
」
及
び
北
(
他
的
著
作
に
於
け
る
刷
.
合
信
川
論

u、
時
宵
例
盤
…

( 1 ) 
ダ
グ
"7 

ス
貨
の

罪

設

手H

第
二
十
四
巷

銘

腕

七

ヒ

英
岡
崎
貯
働
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銀
行
闘
布
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一
九
二
四
年
に
H
H

自
ら

苑

詑

英
国
捗
働
痛
の
銀
行
圃
有
諭

第
二
十
四
書

~­'、
，、

第

腕

七
j、

の
一
部
却
も
ス
コ
ツ
}
一
フ
y
ド
支
部
及
び
抗
犬
同
盟
を
刺
激
す
る
こ
ど
、
な
b
、
一
九
一
一
一
年
の
初
め
頃
、
労
働

鶏
幹
部
は
、
ウ
〆
且
ツ
プ
氏
以
下
十
一
人
の
委
員
を
血
中
げ
て
、
「
ダ
グ
ラ
ス
「
新
時
代
」
信
周
波
」
に
闘
す
る
研
究
及

び
報
告
を
依
噸

L
K
。
》
此
的
委
員
品
目
は
更
に
質
際
家
を
も
加
へ

τ研
究
を
続
け
、
翌
二
二
年
に
至
っ
て
其
の
被
告

「
労
働
議
事
己
批
曾
信
用
』
を
提
出
し
て
居
る
。
-
』
れ
に
よ
っ
て
グ
グ
-
フ
ス
氏
の
年
家
主
張
す
る
枇
品
目
信
用
論
は
、
そ

の
理
論
に
於

τも
貨
際
渠
に
於
て
も
、
勢
働
仕
踊

ω
採
別
事
る
所
ど
は
な
ら
な
川
っ
た
り
れ
ド
こ
も
、
併
L
-
」
れ
が
、

『
経
隣
組
織
に
於
げ
る
信
用
及
び
銀
行

ω重
要
な
こ
さ
に
注
意
を
向
付

L
め
た
い
駄
に
於

τ、
有
益
な
影
響
を
輿
へ

た
こ
ご
は
守
ひ
雛

ν。
比
の
報
告
沓
は
、
間
車
に
ダ
.
グ
ラ
ス
策
の
碗
先
を
な
す
の
み
な
ら
す
、
進
ん
で
労
働
猿
自
身

の
積
極
案
を
も
提
案
せ
る
紬
に
於

τ注
意
に
値
す
る
ο

印
も
法
貨
ピ
同
伎
の
機
能
を
有
す
る
小
切
手
涌
貨
が
、
在

人
山
り
利
A

祉
の
た
め
に
友
右
古
る
〉
ピ
排
尿

L
吋
、
「
通
貨
の
供
給
』
を
「
閥
立
銀
行
組
織
的
手
」
に
移
[
、
「
各
柿
の
産

業
及
び
生
官
者
ゆ
附
に
於
け
る
信
川
の
分
配
」
を
ば
、
副
川
合
目
白
盆
上
の
見
地
か
ら
統
制
」
げ
る
た
め
に
、
「
銀
行
凶
作

化
の
必
要
」
な
る
こ
ど
を
去
抜

L
花
。
か
〈
工
司
」
の
「
信
用
H
A

ぴ
銀
行
組
織

ω刑
合
統
制
」
を
吋
現

t
る
た
め
に
は
、

山
平
に
中
央
銀
行
の
図
有
化
の
み
な
ら
す
、
守
株
式
銀
行
組
織
を
凶
作
化

L
・
小
切
手
銀
行
及
び
信
川
俊
行
業
の
代

・
り
に
、
公
り
に
所
ハ
仰
さ
れ
統
制
古
る
、
一
助
山
り
統
一
銀
行
組
織
を
以
っ
て
す
べ
き
-
』
ご
」
ヤ
提
案
[
、
一
真
に
一
寸
現
ト
作
の

銀
'
打
組
織
を
よ

h
詳
細
に
調
査
す
る
己
共
l
、
此
の
政
策
彰
一
巡
'
灯
す
る
た
め
の
訪
山
本

r得
る
た
め
に
山
研
究
を
檎

い
治
す
ぺ
き
こ
ど
を
希
同
ー
し
て
居
る
o

然
る
に
此
り
花
川
ー
は
府
什
け
却
に
質
現
さ
れ
宇
、
比
(
川
躍
的
叫
引
先

ω多
〈
進
捗
せ

F
る
中
に
、

内
附
セ
組
紙
す
る
ニ
ェ
、
な
っ
た
が
、
そ
の
結
川
市
は
多
〈
の
期
待
ef
裏
切
っ
て
、
何
等
労
働
内
閣
ご
し

τの
施
設

Joi叶 Stock.:B.a.ul-s (Ama1gamation CO山ひ1)Bi1l 
?ykes J1.) iþi~~.._.kppi' lld;x 1. p. 195 
Rees (j: M.) ibid.， p. 23o 
Dou日las(J¥t. C. 1-1.) The New_ Age. (1907-Weekly); Economic Demo 
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を
な
し
得
十
・
殊
仁
金
融
政
策
に
制
到
す
る
彼
等
の
無
知
正
無
飽
正
は
、
此
の
方
面
に
謝
し
て
全
〈
手
を
下
じ
得
古

る
有
総
で
心
っ
た
o
-
』
れ
が
刺
激
ご
な
っ
て
此
的
方
而
に
針
す
る
研
究
は
、
諮
の
中
掘
削
挫
冗
る
獅
立
勢
仙
殺
に

於
て
品
田
脱
す
る
こ
ご
、
な
っ
た
。

2
儲
立
拙
宵
働
"
回
融
の
金
融
調
査
委
員
曾
獅
立
第
働
黛
は
峠
労
働
紫

ω中
に
ゐ
っ
て
段
も
多
数
(
一
五
四
人
中
一

り
六
人
)
山
労
働
説
誌
を
包
合
[
τ
故
も
有
力
で
あ

h
、

H
っ
そ
の
多
〈
は
銭
的
先
駆
者
を
以
っ
て
自
任
す
る
少

引
か
ら
成
つ

t
H附
て
、
労
働
諜

ω崎
川
家
を
見
る
上
仁
、
抗
意
す
べ
き
剛
健
で
あ
る
が
、
銀
行
閥
布
運
動
も
亦
今
日

で
は
、
専
ら
此

ω回
世
が
中
心
己
な
っ
て
防
る
o

こ
れ
よ
り
苫
当
二
九
二
三
年
の
ロ
ン
ド
y
大
品
目
で
は
、
ゲ
ー
ト

ジ
エ
ソ
ド
支
部
凶
提
出
品
じ

L
τ
、
信
川
的
此
品
目
統
制
に
関
す
る
決
議
が
提
議
さ
れ
忙
げ
れ
ド
と
も
、
問
凶

ω銑
い
仰
せ

る
放
を
以
っ
て
議
論
ピ

L
な
か
っ
た
o

従
業
者
に
於
て
も
儲
闘
に
る
自
信
は
な
く
曾
衆
に
於
t
も
議
論
す
る
に

り

ω興
味
己
能
力
が
足
り
な
が
っ
た
凶
で
あ
ら
う
o

ア
レ

y
氏
を
議
長
ご
す
る
金
融
調
査
委
員
を
命
じ
て
い
「
い
私

必
則
産

ω刷
命
日
へ
山
移
仰
に
附
す
る
賠
償

ω同
一
山
ベ
ヨ
銀
行
M
A
び
金
融
紺
叫
酬
に
射
す
る
耐
曾
十
主
義

ω旭
川
」
の
二

研
究
品
川
び
に
制
告
を
依
附
す
る
こ
巴
、
な
ウ
た
o

此
的
委
川
以
品
目
で
は
二
附
旭
バ
も
意
見

ω
一
致
を

b
中
J

披
説
t
f
v

代
表
す
る
叩
令
書
「
令
融
川
洲
士
ん
川
委
員
制
告
」

ωみ
提
出
せ
ら
れ

弘
、
、
!
」
二
J

2

4

}

烈
F
v
v
ト
一
力
一
一
町
料
品
1
U

ヨ
ー
ク
大
食
に
於
1
は、

問
削
に
就
1
、

同
也

4
0
市山イ山トヲ、

J
J
l
l
 

物
一
一
五
年
山
大
合
へ
は
、

h
h
c

此

ω祁
告
は
、
「
銀
行
及
び
伝
川

ω刷
作
化
」
に
閉
す
る
第
二

ω問
題
に
就
ー
は
、

'

L

、i
T
T
j
N川
1
I
'
4
f
i

d
叶

4
ノお
Z
U
F
E
.司
n
H
f
L
，ゴ

脱
す
る
の
み
で
.

た
ャ
日
出
作
の
規
定
及
び
叫
大
な
小
央
銀
行

じ
よ
っ
て
、

之
を
そ
の
ま
、
ご

I
、

之
を
統
制
す
る
れ
皮
に
止
め
ん
己
す
る
も
的
で
ゐ
る
。
之
じ
約
す
る
少
数
委
員
山
主
政
は

先
づ
信

-
2
K
H』
J
'
紅
巳
浪
一
T
よ、

bm
一E
，
H
1
u
t
一
耳
到
，
司

t

苗t

~ 

ML
二
十
四
在

弟

~i'i. 

英
同
労
働
寸
日
山
り
叫
れ
岡
市
前

[; 

Yι 

、J
J
F
!
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詑

苑

英
問
必
働
叩
品
内
銀
行
固
布
論

再
二
ト
J
h之、4

耳
一
一
一
匹
屯

，、
J、

f拝

観

" O 

用
統
制
の
胤
迎
、
確
立
す
べ
き
ニ
ヰ
を
主
扶
す
る
。
少
数
一
ほ

ω
制
止
白
古
は
真
に
後
れ
て
今
年
二
六
年

ω大
命
日
前
に

後
表
さ
れ
た
が
、
彼
等

ω
所
説
「
瑚
論
的
級
協
」
な
る
も
り
は
、
次
り
五
日
引
か
ら
成
る
o

「
一
、
枇
品
自
主
義

ω
ぷ
目
的
は
、
金
融
制
仙
の
徹
底
的
鋭
革
に
よ
っ
て
的
み
山
遣
す
る
こ
己
が
山
家
る
。

づ
っ
現
在
凶
枇
曾
的
生
成
能
力
は
、
全
融
制
械
か
ら
受
け
る
京
純
の
ロ
め
に
、
甚
だ
し
く
泌
設
さ
れ
て
居
る
o

佐
山
っ
て
此

ω人
絹
的
な
束
縛
を
釧
除
す
る
ピ
き
は
、
之
に
よ
っ

t
喚
辿
さ
る
べ
き
需
裂
を
充
た
す
た
め
仁
、
生
産

は
惑
か
に
崎
大
す
る
で
め
ら
う
。

「
三
、
貨
幣
的
一
機
能
は
、

貨
物
H
A
び
労
務
を
作
配
す
る
た
め
仁

に
あ
る
。

生
産
投

ωか
2
bぬ
媒
介
物

Z
E
て
働
〈
馳

「
四
、
国
家
的
機
能
は
、
食
融
嗣
り
創
也
(
伯
入
れ
仁
ゐ
ら
す
)
及
び
分
配
に
ゐ
る
。

「
五
、
国
家
の
貨
幣
政
策
は
、
之
に
よ
ウ
て
消
費
を
奨
州
L
て
完
全
に
揃
足

ω賄
に
逮
せ
し
め
、
且
つ
生
産
を

統
制
し
奨
励
し
て
、
之
を
し
一
し
増
大
し
た
る
消
費
能
引
に
迎
合
せ
し
め
る
た
め
有
殺
需
要
の
限
度
に
ま
で
生
産
を

引
上
ぐ
る
手
段

t
L
て
、
之
を
利
用
す
べ
き
で
ゐ
る
」

一
九
二
五
年
の
次
曾
に
於
付
る
金
融
委
員

ω抑
制
告
で
は
、
委
員
品
目

ω削
減
は
各
I
自
設
を
岡
持

L
て
論
議
が
旺

ん
に
績
り
ら
れ
た
。
悲
に
J

T

ミ
ン
ガ
ム
の
-7
デ
イ
ク
ア
ド
か
ら
出
て
居
る
オ
旦
ワ
戸
ド
・
壬
ズ
レ

1
氏
の
「
折
衷

的
決
議
」
が
提
出
苫
れ
た
の
で
あ
る
。
『
第
一
に
、
信
用
及
び
川
貨
を
↓
公
的
に
統
制
す
る
ニ
ご
、
第
二
に
、
枇
荷
目
的

に
有
盆
な
る
方
面
に
向
。
て
貯
蓄
を
振
向
け
且
つ
n
公
的
に
統
制
す
る
こ

zo」
而
し
一
工
此
の
日
的
を
達
す
る
た
め

の
道
程
ご
し

τ、
「
川
英
一
富
山
戸
灯
台
直
も
に
公

ω機
関
仁
移
す
こ
正
山
い
株
式
訪
銀
行
を
公
の
統
制
の
下
仁
も

3
3
2
5
5
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F
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d
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l
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S
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た
ら
す
こ
正
-
:
:
3
市
立
銀
行
及
び
農
業
銀
行
の
設
立
を
泊
賞
に
奨
励
す
る
ζ

E

等
々
」
-
』
れ
で
あ
る
。

然
る
に
此
の
提
案
に
ち
拘
ら
中
、
此

ω附
題
は
、
大
曾
幹
部
の
原
案
通
h
J
に
、
「
か
〈
の
如
、
ぎ
重
大
な
る
問
題

は
、
慎
重
な
る
決
定
に
到
達
す
る
た
め
、
業

ω全
飽
ぜ
通
じ
て
最
も
倣
底
的
に
論
議
さ
る
〉
官
要
す
る
」
己
の
理

由
で
、
何
等

ω決
定
を
も
見
d

さ
る
こ
正
、
な
ん
J
k
o
り
れ
ど
も
此
の
毛
ズ
レ

1
氏
の
提
案
は
、
後
の
iρ

ア
ミ
シ
ガ

ム
渠
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ

h
、
今
日
の
銀
行
岡
有
運
動
の
中
心
ご
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
北
(
の
内
容
に
就

て
は
後
に
詳
論
す
る
こ
ご
、
し
、
法
で
は
共
後

ω後
艇
に
就
玉
県
に
一
二
を
附
加
す
る
o

S
且
珊
抵
の
磁
展

J

ア
ミ
ン
カ
ム

ω提
案
M
r
m
制
立
労
働
諜
に
山
県
へ
た
刺
激
は
重
要
で
あ
っ
た
。
殊
に
諜
の
機

関
越
誌
-
三

1
.
リ
ー
ダ
ー
で
は
、
そ
の
主
筆
フ
レ
恥
F

1

フォ

l

氏
が
臨
ん
に
之
を
宜
伸
し
、
毛
ズ
レ

l
氏
自

身
も
亦
、
議
の
夏
期
皐
校
に
於
け
る
詩
泌
を
基
従
ご

L
て
間
子
士
会
刊
し
、
其
の
友
人
ス
ト
ラ
ッ
キ
ー
氏
弘
之
が

四
時
論
的
根
擦
を
説
明
す
る
著
過
を
一
公
け
に
し
た
。
資
本
家
側
も
亦
、
此
の
運
動
が
究
第
に
勢
力
を
得
る
に
及
ん
で

は
、
之
を
賦
鵡
す
る
に
忍
び
な
い
u
o

戒
は
新
聞
雑
誌
に
反
謝
意
見
を
畿
表
し
、
或
は
反
射
論
文
舎
懸
賞
募
集
苫
ヘ

一
九
一
一
五
年
の
一
年
間
に
於

τ、
幾
多
の
論
議
ご
批
評
を
躍
る
に
従
ウ

す
る
に
至
っ
た
。

か
〈
t
此
の
運
動
は

て
、
著
し
〈
政
官
展
す
る
ニ
ピ
、
な
つ
わ
れ
O

か
〈
て
昨
年
九
月

ωリ
ノ
グ
ア
ブ
ー
ル
に
於
り
る
労
働
隷
大
曾
で
は
、
「
銀
行
M
A
ぴ
信
用
」
に
閲
す
る
重
要
な
る
決

議
が
、
業

ω元
老
ク
ェ
ツ
プ
氏
に
よ
っ
て
提
議
ぜ
ら
れ
之
に
針
[
て
多
〈

ω賛
成
論
が
越
ぺ
ら
れ
た
後
、
次
の

如
き
決
議
を
を
な
し
t
居
る
。
毛
〆
レ
1
氏
の
有
力
な
賛
成
論
が
通
代
ら
れ
た
こ
ど
勿
論
で
あ
る
o

「
岡
民
の
信
用
H
A

び
泌
貨
を
剛
氏
の
後
日
牒
及
び
日
公
後
の
た
め
に
用
ふ
る
こ
ご
を
確
保
す
る
た
品
、

産
業
及
び
職

設

苑

英
圃
勤
働
誌
の
銀
行
間
有
諭

品
二
十
回
答

大
jc 

主F

!iIi 
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協

蹴

J、

第
二
十
四
谷

じ
O 

説

五E

英
図
労
働
揖
由
弘
行
同
有
諭

業
に
射
す
る
金
融
勢
力
め
増
大
を
抑
制
す
る
た
め
、

現
存

ω金
一
雌
負
出
向
を
制
収
減
す
る
た
め
、
叫一

τ

一
ロ
唱
流
M

問
よ
り
侍
る

i
j
t
i
i
J
 

u
n
q
T
E
-
-
7
こ
り
ご
誌
じ
f
I
'
U
乙
力
、

J

律
相
仙
五
一
一
刷

t
u
f
h
o
l
日
a
J
K
1
b

一
般
に
枇
自
主
義
岡
山
部

ω漸
次
的
民
現
を
符
H
M
な

ι
l
uる
た
め
、
本

進
す
ぺ
き
こ
ご
を
、

組
合
銀
行
及
び
山
立
銀
行
の
崎
県
川
な
ら
び
に
後
腿
を
侃

執
行
委
員
及
び
代
議
士
品
目
に
糊
告
す
る
」

大
品
目
は
、

敏
行
及
び
佐
川
川
組
織
山
公
布
な
ら
び
に
統
制
、

此
ψ
決
議
は
、

先
に
辿
べ
代
る
一

九
二
二
年
の
委
員
曾
凶
報
告
に
比

L
、
文
字
上
に
は
何
等
重
嵯
な
相
違
を
一
不

す
も
の
で
な
い
。

時

J
Fら
三
下
主
り
吊
じ
決
詫
も
、

f
lノ

3
4じ
1

1

そ
れ
は
も
は
や
少
数
専
門
家

ω
意
見
で
は
な
〈
、

問
題
を

理
加
し
た
多
数
者
の
J

y

ク
を
布
す
る
吋
際
運
動
三
な
っ

τ日
刷
る
鮎
に
於
て
、

重
嬰
な
相
港
の
ト
仔
す

ι
守
}
己
を
注

意
ゼ
ね
ば
な
ら
向
。

今
年
川
月
り
刷
州
立
労
働
京
大
白
は
、
プ
レ
ル
ス
ア
々

1
ド
氏

ω提
議
に
ゐ
る
「
今
日
山
内
刷
臼
主
義
」
決
議

ω中

に
、
「
閥
民
の
た
め
に

t
る
通
貨
比
ぴ
信
用

ω統
制
十
一
な
す
一
助
の
岡
氏
銀
行
組
織
の
設
立
」
を
包
合
せ
[
め
、
延
に

守
」
山
町
大
命
に
於
て
新
た
に
党
り
首
悦
ご
な
っ
た
マ
ヅ
ク
1

ト
ン
氏
は
、
後
に
逃
ぷ
る
所
の
「
葉
山
酬
銀
行
凶
行
案
』
を

今
年
忠
誠
曾
に
提
出
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

以
上
越
ぷ
る
が
刈
〈
、
銀
行
附
有
運
動
は
幾
多

ω迂
伶
山
折
を
亙
ね
、
時
々
正

L
て
右
往
L
左
往
し
乍
ら
今
日

ま
で
進
ん
で
居
る
。
此
内
こ
ζ

は
印
も
、
こ
の
主
張
一
ペ
些
者
の
川
徹
し
た
頭
脳
で
作
り
上
げ
た
理
論
ご
異
h
、

一
の
生
き
た
貨
際
運
動
記
し
て
進
ん
で
沼
る
こ
ど
を
泣
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
却
っ
て
五
日
々
の
興
味
を
慈
、
き
得
る

鮎
で
あ
る
o

今
日
の
経
隣
組
織
に
於
け
る
銀
行
乃
歪
信
用
の
地
位
は
、
も
は
や
之
を
私
人
の
倍
利
統
制
に
委
す
ぺ

(
愉
L

り
に
重
要
ご
な
っ

h
J

公
付
的
た
め
に
す
る
る
け
の
合
理
的
統
制
を
以
っ
て
、
私
人
の
倍
利
統
制
に
代
ら

L
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む
吋
き
で
ゐ
る
正
の
主
同
叫
が
、

彼
等
の
胸
底
を
一
貫
す
る
要
求
で
あ
る
c

此
の
運
動
は
、

今
後
ご
雑
も
、

ル
凶
ら
〈

二
d

純
々
の
形
に
於

τ料
理
淫
す
る
で
あ

ιぅ
。
け
れ
い
と
も
此
の
運
動
の
基
調
を
な
す
彼
等

ω一
要
求
は
、
資
本
主
義

ω
進

む
ピ
共
に
、
盆
々
強
め
ら
る
芭
も
弱
め
ら
る
、
こ
さ
は
広
か
ら
う
o

パ
ア
ミ
ン
ガ
ム
案
の
内
容

今
日
山
英
幽
に
於
け
る
銀
行
副
有
出
動
が
、
ハ
ア
ミ
ン
カ
ム
案
を
中
心
と
す
る
こ
と
は
叫
に
迅
〈
た
G

此
の
案
は
今
日
亡
は
、
す
て
に
イ
1
ス
l

l

j

i

，

i

i

e

l

f

‘，
J
 

ン
、
ロ
ヅ
ヲ
由
民
山
山
尚
早
校
に
於
け
る
除
興

ω川
刊
に
な
る
ま
て
に
、
ポ
ピ

A

7

1
な
も
心
と
な
っ
で
川
る
E

そ
れ
が
時
-
に

J
7
3
ン
カ
ム
礼
治

E
h限

っ
た
耐
に
於
て
人
川
紘
を
宿
す
る
o

パ
y
ミ
ン
カ
ム
山
は
此
に
腿
史
的
に
十
九
社
組
白
中
離
に
於
て
、
か
の
バ
匂
司
シ
〆
、
ス
ク
i
ル
と
れ
μγ

レ
シ
シ

ー
、
ス
ク
ー
ル
主
山
創
立
し
た
は
時
、
叫
に
バ
ア
ミ
ン
ガ
ム
、
ス
ク
ー
ル
な
る
一
蹴
を
川
出
川
畑
山
た
所
で
あ
る
O

A

1

H

山
ρ

ヲ
ミ
シ
H
U

ム
山
は
文
、
公

布
U
Y
築
山
耐
骨
化
せ
る
酌
に
於
て
民
凪
訓
州
市
中
に
北
山
比
を
見
な
い
q

肱
に
一
《
白
市
立
以
行
出
、
新
し
い
な
叫
怖
を
市
つ
公
立
弘
行
山
桃
山
刊
と
し
て
、

前
日
刊
貸
さ
る
h

所
こ
あ
る
。
出
に
こ
れ
が
此
担
山
出
栄
有
た
る
E

ズ
レ

l
氏
に
も
砂
、
特
咋
心
掛
時
凶
作
っ
て
肘
る
ロ
一
昨
れ
は
ま
正
三
1
1
成
PM徒

。
知
識
階
級
に
凶
す
る
拠
夕
刊
山
立
・
ど
は
あ
る
が
、
前
島
・
山
地
越
川
?
に
は
倒
立
砂
川
山
誌
の
候
仙
一
者
と

L
て
立
ち
、
パ
ア
ミ
ン

f
tは
雌

々

か

ら
ざ
る
岳
山
ナ
エ
シ
〆
レ
ン
氏
(
到
在
的
伴
位
六
日

)ι
肉
辿
L
、
他
か
に
七
十
七
却
の
砦
を

M
づ
て
惜
蚊
し
た
。
山
民
に
円
以
虹
的
所
州
刊
に
よ
れ
ば
ナ
π

ン
バ
レ
ン
氏
は
共
尚
一
叫
感
心
地
川
町
を
地
来
し
た
か
ら
、
-
抗
由
選
山
中
に
は
恐
ら
く
そ
ズ
レ

1
氏
山
制
M
A
b国
を
政
相
叫
L
仰
る
ω

拙
れ

ω能
楽
が
パ
ア
ミ
ン

カ
ム
ド
山
白
川
立
桜
倒
誌
に
却
川
せ
ら
れ
、
次
ド
て
岡
市
川
り
捗
仙
北
に
控
品
せ
、
り
れ
、
叫
に
川
年
五
日
山
町
ク
ロ
ス
タ
i
大
令
に
提
案
せ
ら
れ
、
抗
後
に

川
年
九

H
り
リ
グ
ア
ノ
l
ル
M
V
川
削
指
大
官
に
提
案
可
決
せ
、
b
る
L
ま
て
の
向
に
、
そ
の
内
併
は
、
組
多
山
批
評
と
一
K
到
に
刺
蹴
せ
り
れ
て
、
北
部
に

淀
川
出
し
て
い
阿
る
Q

従
っ
て
そ
れ
は
も
は
や
守
川
ど
は
、
彼
れ
の
入
山
柑
か
ら
離
れ
て
む
抑
す
る
。
け
わ

y
t似
れ
山
名
は
此

ω案
内
政
M

比
す
る
と

A

に
、
次
か
に
知
り
れ

C
来
る
Q

彼
れ
が
勢
力
を
符
る
に
従
っ
て
、
バ
ア
ミ
ン
ガ
ム
主
は
午
後
士
、

r
j
Iそ
の
政
肢
を
続
け
叩
る
こ
ぁ
、
?
っ
。

訟

英
閏
岱
働
誌
の
判
航
行
岡
市
愉

第
三
イ
削
笹

都

宮E

入

苑
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ト

i止

ヒ

入

問

苑

英
凪
努
働
識
の
銀
行
固
有
諭

第
二
十
四
巻

ま再

披

ー
そ
の
理
論
的
根
擦
備
℃
バ
ア
ミ
ン
ガ
ム
案
は
、
彼
等
に
従
へ
ば
、
「
此
曾
主
義
の
問
題

t
最
近
の
貨
幣

理
論
己
佐
結
合
し
、
モ
の
設
聞
な
基
礎
の
上
に
、
枇
曾
主
義
串
哉
の
会
機
構
を
構
成
せ
ん
ご
す
る
L

も

ωで
ゐ
る
o

花
は
第
一
に
、
調
ふ
所

ω
「
妓
涯
の
貨
僻
理
論
L

E
・
案
の
理
論
的
根
城
ご
の
関
係
を
見
る
。
彼
等
に
従
へ
ば
、

「
一
地
貨
問
題
は
永
い
問
、
奇
論
家
及
び
定
論
家
山
り
幸
繭
な
狼
場
ご
し
て
認
め
ら
れ
1
居
た
。
そ
し
て
此

ω領
域
を

彼
等
の
間
に
放
任
す
る
-
】
E
C
V
」
以
っ
て
、
最
も
質
際
的
h

刈
此
曾
主
義
者
は
満
足
し
て
居
た
内
J

じ
め
る
」
。
然
る
に

「
枇
曾
主
義

ω賞
現
に
ピ
っ
て
、
貨
幣
迎
論
の
重
要
な
る
」
こ
ご
は
、
「
戦
後
の
経
済
及
び
経
験
V

ら
見
て
」
、
も
は

や
疑
ふ
べ
か
ら
5
る
所
ピ
な
う
て
来
日
。
そ
こ
で
彼
等
の
提
案
は
、
賞
際
的
批
曾
主
義
ピ
貨
耐
前
理
論
ピ
的
問
に
作

す
る
「
此

ω
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
補
ふ
」
も
の
で
あ
り
、
「
胤
曲
目
主
義
に
謝
し
て
、
て
り
新
要
素
を
場
き
入
れ
る
も

の
で
あ
る
』
ご
、
彼
等
以
前
ム
。
彼
等
の
自
負
は
、
少
(
と
も
英
国
の
賞
際
的
批
曾
主
義
に
闘
す
る
限
b
・
相
常

の
要
求
権
を
有
も
得
る
も
の
で
あ
ら
う
。

彼
等
の
所
訓
「
最
近
の
貨
修
理
論
』
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
ケ
イ
ン
ズ
氏
の
「
貨
幣
制
度
の
改
革
」
の
影
響
を
受

け
て
居
る
。
グ
イ
ン
ズ
氏
り
「
統
制
活
他
民
』
設
け
向
、
第
一
に
、
「
釣
内
物
債
の
安
定
を
山
来
る
だ
り
維
持
す
る
日
的

世
以
っ
て
、
通
貨
R
A
ぴ
信
用
の
供
給
を
統
制
し
」
第
二
に
‘
季
節
的
英
他
の
原
因
に
よ
る
内
外
物
川
町
闘
係
の
一
時

的
盤
勤
を
防
ぐ
た
め
に
、
外
岡
骨
岬
壮
廿

ω供
給
を
統
制
す
る
し
こ
ご
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
是
昨
一
寸
が
物
問
恨
の

安
定
を
期
す
る
限
h
に
於
工
、
彼
等
も
亦
之
を
承
訟
す
る
。
例
ご
な
れ
ば
、
戟
附
か
ら
戦
後
に
旦
る
典
常
な
物
侵

畿
動
は
、
日
慌
の
生
一
活
を
離

μ
得
U
い
英
凶

ω刷
命
H

主
説
明
を
致
ふ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
か
ら
o

併
(
乍
ら
今
日
の

「
物
質
的
保
件
』
は
、
彼
等
を
し
て
、
物
倒
山
安
定
以
上
に
出
で
得
な
い
此

ω
相
の
「
統
制
通
貨
」
を
鵡
讃
せ
し
な
ぺ

l
t
r
i
l
l
i
-
-司
I
l
l
i
t
-
-
i
l
i

，
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A . 
(
徐
b
に
畿
展
し
て
来
た
o

「
吾
々
は
最
近
の
貨
幣
理
論
を
畿
展
せ
し
め
て
、
そ
れ
が
枇
曾
主
義
理
論
正
一
致
し
、

ぞ
れ
を
し
て
絡
憐
的
仙
脚
力
的
獲
得
手
段
た
ら

L
め
得
る
叩
何
度
に
ま
で
述
せ
し
め
ね
ば
な
ら
泊
町

ζ

、
に
彼
等
の

新
た
な
要
求
が
加
は
る
。
即
ち
第
一
一
一
に
、
「
生
産

ω
国
民
的
能
力

ω増
加
を
ば
、
物
倒

ω一
下
落
を
起
き
し
む
る
司
』

ご
な
〈
し
て
質
現

L
得
る
た
め
に
、
通
貨
及
び
信
川
の
袋
行
を
統
制
す
る
山
一
}
芭
是
で
あ
る
o

'
」
の
生
産
増
加
山

た
め
に
す
る
「
統
制
通
貨
」
の
理
論
司
}
毛
、
彼
等
が
『
J

枇
曾
主
義
に
到
し
て
一
の
新
要
素
伝
導
き
入
れ
る
」
ご
自
負
す

る
所
で
ゐ
b
、
後
仁
遮
お
る
所
の
「
消
費
者
信
用
」
凶
日
一
般
案
に
桝
到
す
る
枚
協
を
な
す
も
の
で
ゐ
る
。

第
二
に
彼
等
に
従
へ
ば
、
『
枇
品
目
主
義
者

t
tて
の
五
口
々
は
‘
新
た
仁
作
ー
り
出
さ
ん
ど
占
る
枇
命
目
的
性
質
に
つ
い

て
は
、
よ
〈
承
知
し
て
居
る
O

(

併
し
乍
ら
)
そ

ω枇
舎
を
か
ち
得
る
た
め
の
方
法
ご
遇
税
に
つ
い

τμ
、
吾
々
以
帯

に
そ
れ
ほ
ど
明
瞭
で
ゐ
ら
う
か
?
・
・

J

ケ
ミ
ン
ガ
ム
案
内
提
供
古
る
所
は
、
資
本
主
義
か
ら
刷
品
目
主
義
へ
の

樽
換
ご
い
ふ
今
日
の
急
迫
し
た
問
川
闘
で
ゐ
る
o
」
ご
言
ム
。
な
は
失
に
こ

ω業
が
「
批
品
目
主
義
へ
の
叫
ぬ
」
山
「
過
料
」

ご
し
て
要
求
し
て
居
る
理
論
的
根
協

γ
見
る
。

穏
健
着
賞
を
楳
桟
す
る
彼
等
も
、
「
現
在
山
抑
制
済
組
帥
酬
が
、
次
第
に
そ
の
機
能
を
失

ο一
つ
、
ゐ
る
い
]
訓
貨
を
一
角
定

す
る
ご
芭
は
出
来
な

ν。
さ
う

L
Z
2口
々
の
好
む
正
否
ご
に
拘
ら
す
、
今
日
の
枇
曾
の
会
終
決
機
構
は
、
徐
々

ご
い
ム
よ
り
は
事
ん
急
速
に
、
革
新
さ
れ
ね
ば
な
ら
泊
」
己
主
版
す
る
こ
ど
に
よ
っ

T
、
一
方
に
は
仰
来

ω川
進

論
者
に
反
仙
到
す
る
ご
共
に
、
他
方
に
は
「
縦
秘
的
椛
壊
及
び
暴
力
強
草
山
方
法
に
よ
る
解
決
は
、
央
闘
民

ω性
質

るに
Eず")越

U) i!' 
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英
同
v
y
働
誕
川
口
組
行
固
有
諭

に
彼
等

ω
手
に
落
も

t
来
る
い
乙
信
J
V
る
粧
の
楽
制
論
串
引
で
も
な
い
。
彼
等
は
、
「
現
在
的
終
決
的
脱
力

ω
所
有
者

が
、
自
ら
進
九
で
、
組
制
さ
れ
に
る
刷
曾
的
手
に
そ
れ
を
引
波
す
で
あ
ら
う
」
G

併
す
る
代
ら
に
、
「
此
内
純
泌
的

同脚力

ω仰
を
J
7
3
』ク一プ

v
ー
に
よ
一
っ
て
糟
得
し
得
る
所
山
、
一
一
辿

ω政
策
を
倣
見
せ
れ
H

ば
な
ら
ぬ
い
ピ
労
力

τる。

勿
論
成
る
日
刊
叫
産
業
閥
布
諭
は
、
崎
労
働
熊
叫
怖
に
獅
立
勢
倒
殺
に
於
て
早
〈
よ
り
制
究
お
る
、
所
で
ゐ

h
、
炭
銑

闘
布
、
側
道
岡
市
川
、
土
地
図
有
案
等
々
、
究
明
酬
に
油
設
的
な
兵
憾
渠
十
も
た
ら
し
っ
、
あ
る
が
・
唯
f

ア
ミ

y
が

ム
案
山
由
主
抜
は
、
寧
ろ
か
、
る
側
々
の
産
業
閥
有
を
否
定
す
る
に
近
い
。
何
放
か
正
い
ム
仁
、
例
々
の
産
業
図
れ

は
・
た
ピ
ひ
北
(
れ
が
利
品
目
主
義
的
に
行
は
る
、
場
合
で
あ
っ
て
も
、
資
本
主
義

ω下
に
あ
う
て
最
も
行
き
詰
っ
た

産
業
か
ら
先
寸
同
心
化
古
る
、
傾
向
が
掛
い
心
例
へ
ば
石
油
に
魁
泊
さ
れ
た
炭
鉱
、
円
動
車
に
ご
っ
て
代
ら
れ
た

鍬
近
、
バ
ス
ト
ぃ
乗
客
を
容
は

μ
た
市
能
等
々
。
「
川
合
主
義
政
府
は
、
是
等
り
最
も
行
き
t;
阿
っ
た
産
業
を
引
受
け

ね
ば
な
ら
泊
」
こ
ご
、
な

h
・
資
本
家
は
こ
、
に
、
一
別
品
問
化
り
不
成
山
肌
ケ
攻
製
す
る
最
良
山
口
町
を
針
見
す
る
で

ゐ
ら
う
。
そ
れ
放
に
、
彼
等
に
従
へ
ば
、
「
奥
山
枇
命
主
義
は
、
若
L
之
を
急
速
に
有
品
別
な
ら
ー
め
ん
ご
な
ら
ば
、

抗

生
車
問
回
押
の
杢
川
叫
に
一
日
一
っ
て
、
同
時
に
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
U

然
L
乍
ら
生
産
的
同
時
的
説
本
は
、
彼
等
的
訓
戸
川
す
る

暴
力
主
義
の
本
来
の
主
張
で
あ
る
。
そ
こ
で
J

ア
ミ
ン
ガ
ム
案
は
自
問
す
る
、
「
生
産

ω金
野
に
一
日
一
っ
て
、
同
時
的

に
枇
曾
主
義
を
附
始
し
、

L
か
も
暴
力
的
騒
援
な

L
に
之
を
行
ふ
こ
正
は
、
可
能
で
あ
ら
う
か
?
」
正
。

明

「
か
〈
の
如
き
解
決
は
、
一
定
り
保
件
の
下
に
於

τω
み
可
抽
出
で
め
る
」
u

そ
れ
は
如
何
4

る
保
件

ω下
に
於
ー

か
?
「
附
題
山
ク
ラ
ッ
ク
ー
を
な
す
も
の
は
、
抑
制
務
的
権
力
の
移
叫
1
ゐ
る
。
そ
し
て
之
を
移
側
せ
し
む
る
批
判

妹
の
方
法
は
、
決
し
て
漸
進
的
で
は
ゐ

h
得
な
い
。
品
哩
革
を
有
致
に
行
ょ
た
め
仁
敏
〈
べ
が
ら
5
る
手
段

自立

ヂli

佑
二
十
四
容

A 

~歩

皆克

司、h
・
〆
d

，

七
gg 

q
 5
 
p
&
 

1
 o
 
s
 
a
 
c
 

R
 
V
，
 

、》

，
 

B
 
0
 1

3

3

4

 

J

U

2

2

2

 

h

z

x

Z

 

0
6
 

V

3

3

3

 

同

P
E
-
-

r

t

B

j

 

d
j
u
-
-

}
I
i
ト

U

，A
J

〉

、

』

]
河
口
川
1

{
1
1
;
1
1
 

E
 

y
l
y
y
y
 

e
y
e
e
e
 

k
e
k
k
k
 

l

c

c

 

a
u
n
a
礼

n
d

y

【

1

r

i

t
f
t
t
t
 

S
1
h
n
h
s
s
 

16】
17、
1<¥ 

、地

" 



|
|
経
済
的
脱
力

ω鍵
i
ー
は
、

斬
醤
柏
町

1
3
1
 で
な
〈
、
単
一
な
決
定
的
行
柏
崎
に
よ
っ
て
の
み
独
得
さ
れ
ね
ば
な
ら

iJ通，'J
ら O

Bヲ叫縦

三憐
ピ (1包
-';， +住
j) 
':f 
)iJi 
1i 

る

正
な

し
て
は

一
プ
も
ク
一
フ
シ
!
の
手
は
北
(
的
脊
後
に
純
り
つ
り
ら
れ
て
居
る

弦
に
問
題

ω
核
心
を
な
す
舵
料
配
、
札
抗
ご
は
何
か
?

1
経
術
的
桃
力
に
よ
っ
工
、
吾
々
は
、
凶
民

ω
信
用
組
織
を

意
味
す
る
o

貨
物
的
生
産
に
封

L
て
信
川
を
輿
へ
お

L
〈
は
之
を
引
上
「
る
推
力
。

皐
に
貨
物
を
生
産
す
ぺ
き
か

如
何
な
る
貨
物
を
生
産
す
べ
き
か
を
決
定
す
る
桃
力
。
図
内
に
於
工
は
信
用
の

手
段
に
よ
り
、
外
岡
仁
謝
し
て
は
掛
川
替
り
入
品
川
的
似
縦
に
よ
っ
て
、
生
産
さ
れ
た
る
貨
物
仁
釣
[
て
布
利
な
市
場

を
興
へ
、
若
し
く
は
之
を
以
h
上
げ
る
脱
力
。
な
か
ん
づ
く
物
川
仰
を
保
縦
す
る
こ
さ
に
よ
っ
て
、
防
民
力
守
山
山
へ
且

幻

つ
分
配
す
る
所

ω、
銀
行
的
有
す
る
緋
力
L

明
』
れ
で
め
る
o

筒
言
せ
ば
彼
等
の
主
張
は
、
金
融
資
本
的
支
配
カ
を

同
章
一
な
決
定
的
行
錯
に
よ
っ
て
獲
得
」
す
る
一
て
乙
じ
よ
り
、
「
生
涯
の
金
野
に
亘
っ
て
、
同
時
的
に
枇
曾
主

義
を
開
始
」
せ
ん
ピ
す
る
も
の
で
あ
る
o

こ
の
限
り
に
於

τ、
そ
れ
は
急
進
的
で
あ
る
Q

然
し
乍
ら
此
山
取
一
な

決
定
的
行
舗
に
よ
っ
て
、
「
問
題
り
慮
理
を
苦
々
自
身

ω手
に
牧
め
得
党
後
は
、
そ
の
改
革
は
漸
進
的
に
之
を
始
め

ね
ば
な
ら
ぬ
o
同
伎
に
枇
曾
は
、
枇
曾
品
世
草

ω仕
事
に
宥
手
し
た
ご
し
て
も
、
慌
貫
ご
a
熟
止
胞
を
以
っ
て
、
注
意
深

く
一
歩
々
々
ご
進
み
得
る
に
過
ぎ
な
い
山
・

2
ケ
信
ず
る
附
却
に
於
て
、
彼
等
以
依
然
ご

L
て
現
地
主
義
を
採
る
o

以
上
越
よ
る
所
に
よ
り
て
見
る
に
、
彼
等

ω
銀
行
闘
引
運
動
は
、
一
方
で
は
則
政
英
他

ω
理
由
よ
り
来
る
資
本

主
義
的
側
有
論
に
あ
ら
F
る
は
勿
論
、
行
き
誌
っ
た
一
産
業
を
救
蹴
制
す
る
た
め

ω
側
々
の
廃
業
附
有
論
で
な
い
ご

ご
も
に
、
他
方
で
は
、
之
仁
よ
っ
て
直
ち
仁
刑
曾
主
義
を
完
成
せ
ん
Z
す
る
も
の
で
も
な
(
、

一
台
か
を
決
山
止
す
る

ωみ
な
ら
す
、

ぞ
れ
は
「
枇
曾
主

第
二
十
回
答

仁
五
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苑

設

英
圃
勢
働
満
田
銀
行
圃
宥
論

第
二
十
四
巻

三
七
六

第

掛

λ
λ
 

義
へ
ゆ
刷
同
捜
」
山
り
「
池
科
』
で
ゐ
b
、
「
枇
曾
主
義
を
開
始
」
せ
ん
ど
す
る
に
止
ま
る
も
の
な
る
こ
ご
は
明
ら
か
で
め

叫

)

る
o

こ
の
よ
ご
は
、
彼
等
が
‘
「
抑
制
付
枇
品
川
化
り
占
要
目
的
L

Z
し

τ、
「
い
枇
品
目
主
義
を
促
進
す
る
た
め
、
り
過

渡
期
に
於
げ
る
勢
同
者

ω叩川越
v
緩
和
す
る
た
拘
」
ご
い
ふ
二
況
や
掲
げ
て
ゐ
る
こ
ど
に
よ
っ
て
も
明
映
で
あ
ら

う
o

そ
し

τそ
れ
が
枇
融
自
主
義
り
促
進
に
対

L
て
、
如
何
な
る
瑚
論
的
拠
出
陣

-r有
す
る
が
に
就

τは
、
今
私

ω迎

ぺ
古
都
っ
た
所
で
あ
一
る
o

犯
は
川
三
に
、
そ
れ
が
寸
鋒
例
者
凶
服
組
士
総
和
す
る
」
上
に
、
如
何
な
る
椛
協
を
有
す
る

か
を
遁
べ
る
で
あ
ら
う
。
此
内
知
に
於
て
彼
等
的
主
張
は
、
ま
た
常
而
せ
る
英
図
資
本
主
義

ω
物
質
的
保
付
に
根

健
を
有
す
る
。

英
側
資
本
主
義

ω行
き
詰
り
を
一
不
す
物
質
的
表
現
は
、
何
人
の
眼
に
も
疑
ふ
こ
さ
の
山
市
邪
な
い
そ
の
生
産
力
の

拘
束
で
ゐ
ら
う
Q

今
日
の
英
闘
が
包
戒
す
る
可
能
的
な
生
斥
力
は
、
そ
の
現
質

ω
生
産
力
に
比
J

て
、
遥
か
に
高

主
制
作
皮
に
迭
し
て
居
る
。
第
一
に
「
英
閣
の
恭
礎
廃
業

ω
何
れ
に
於
て
も
・
殆
ん
H

と
す
ぺ
て
の
製
治
家
は
、
も

L

詑
文
3
へ
ゐ
る
な
ら
ば
、
そ
の
産
額
を
ニ
怖
も
し
〈
は
三
倍
に
増
加

L
得
る
ご
言
ふ
で
あ
ら
う
。
の
み
な

ι中、

遺
般
業
及
川
U

鱗
業
に
於

τは
、
多
〈
の
工
場
は
閉
鎖
せ
p
h

れ
、
機
械
北
(
他
の
設
備
が
ら
成
る
総
て
の
資
源
を
遊
ば

し

τ居
る
c
』
第
二
に
「
疑
ム
べ
か
ら
ぎ
る
事
貨
は
、
戦
時
に
於
て
吾
々
は
、
殆
ん
Y
」
今
日
ピ
同

ι物
質
的
資
問
酬
を

以
つ

1
、
今
日
の
数
倍
に
達
J

る
物
を
生
漆
勺
し
っ
、
あ
っ
た
こ
ご
で
あ
る
o

の
み
な
ら
や
常
時
吾
々
は
、
約
四
百

首
内
の
壮
者
を
戦
場
へ
引
き
上
け
ら
れ
て
居
た
L

の
で
ゐ
る
o

第
三
に
最
も
明
時
な
る
読
擦
は
、
今
日
百
五
ト
高
の

失
業
者
を
包
擁
サ
る
事
貫
一
で
ゐ
る
。
是
等
す
べ
て
の
物
的
及
び
人
的

ω生
産
手
段
を
ば
、
そ
山
最
上
の
能
力
に
於

て
活
動
せ
し
比
た
場
合
に
於
付
る
可
能
的
な
生
産
力
は
・
何
故
に
賞
現
な
生
産
力
ご

L
て
活
動

L
待
な
い
の
か
?

~t r<l c!，ey ， ibic!.， p. II9 
~trac~ey ， jbi~. ， jJ. 119 
Str凡?!;:;ey，y)~d.. tp. 125-126 
Mosley， ibid.， P'-7・
Stmck-cy・ibid.，p. Jz6. 
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「
生
産
を
増
加
せ
よ
、

然
ら
ば
信
用
を
傭
訴
し
ゃ
う
醐
」
ご
い
ふ
金
融
資
本
家

ω約
束
吉
、
寸
製
品
を
捌
き
得
る
市

生
産
を
欲
し
な
い
〕
ご
い
ふ
生
減
資
本
家
の
約
束
は
、

場
を
品
目
見
せ

y
る
以
上
、

現
寅
の
生
産
力
を
極
端
に
引
下

げ
て
、

失
業
抽
出
備
軍
を
準
備
す
る
。

失
業
は
そ
れ
に
げ
購
買
力
内
減
少
を
意
味
す
る
。
時
間
民
力
が
減
る
か
ら
寅
れ

な
い
。
丘
一
れ
い
な
い
か
ら
生
産
し
な
い
。

生
産

L
な
い
か
ら
貸
出
苫
な
い
。
貸
出
苫
な
い
か
ら
生
産
で
き
な
い
。
生

産
で
き
な
い
v

か
ら
失
業
者
が
増

f
o
失
業
者
が
増
す
か
ら
時
四
月
力
が
減
る
o

英
図

ω今
日
は
正
し
〈
-
』
的
事
業
上

る υ)
己知〉羽吉
正環

彼論
等を
は繰
考り
へ返
る l
o -[ 
、

次
第
じ
深
み
に
陥
落

L
っ
、
あ
る
。

そ
れ
放
に

「
除
買
力

ω快
乏
が
中
心
問
題
で
わ

此
の
場
合
に
資
本
家
枇
命
日
に
あ
っ
て

t
民
訴

ω同
制
協
は
到
来
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。

或
る
偶
然
的
な
原
悶
、

若
〈

は
巾
央
銀
行
の
利
下
げ
が
尖
殺
す
る
〈

投
機
家
の
借
り
山
し
を
刺
激
し
て
物
侵
騰
貴
£
イ
ン
フ
レ
イ
V
ヨ

y 

、ー
」

恐
慌
を
梢
楽
し
得
る
。

川
l
i

、M
h
-
T
9
司
-bsfJ
立、

川川
l
d
フ
ム
主
4
4
f
ν
3
4
一

L
v
t

‘
ぞ
れ
が
班
一
怨
的
に
利
用
さ
れ
た
芭
し
も
、

生
産
資
本
家
の
購
買

カ
を
増
加
し
て
物
師
岡
山
脚
此
を
必

3
川崎

f
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
間
接
の
影
響
が
、

長
い
時
間
を
経
過
[
た
後
、

好i
め

て
帥
労
働
者
の
肱
民
力
に
及
ん
で
来
る
頃
は
、

併
に
物
倒
勝
良
が
先
き
走
っ
て
居
て
・

寅
質
上
の
鋒
貨
は
却
っ
て
低

下
す
る
で
あ
ら
う
。

そ
一
}
で
彼
等

ω
提
案
は
、

此

ω資
本
主
義
的
な
景
気
候
復
の
代

h
に、

刷
曾
主
義
的
な
回
品
気

依
伎
を
崎
川
米
す
る
に
あ
る
o

安
本
家
に
信
用
を
山
県
ム
る
代

h
に
、
之
宇
一
労
働
者
に
興
ふ
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、

図
民

の
購
買
力
U
4
M
明
越
し
、

一
方
に
は
叫
労
働
者
山
生
活
を
向
上
喧
し
む
る
ご
共
に
、

他
方
に
は
商
品
に
謝
す
る
市
場
を

創
悲
し
て
、

拘
束
さ
れ
た
る
生
産
力
を
削
即
時
此
し
、

従
っ
て
失
業
を
救
済
せ
ん
芭
す
る
。

ゴ
ω
新
奇
な
、
科

ml 
も

問
中
的
な
此
曾
主
義
的
方
法
じ
よ
っ
て
信
川
を
蹴
扶
し
、

新
た
に
畿
行
主
る
、
貨
幣
を
ば
、

最
も
之
を
必
要
吉
す
必

説

宛

英
岡
勢
働
福
心
融
行
圃
有
諭

部
ニ
ト
間
容

-~ 

七

:f，j"f. 

脱

ノ，¥

九
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英
同
必
働
謀

ω
叫
行
同
有
諭

ガ
向
へ
仮
り
向
け
、
最
大
山
経
済
的
及
び
枇
曾
的
利
盆
り
た
め
に
、
之
を
使
用
せ
ん
ご
す
る
」
も

ω
で
あ
る
o

2
そ
の
貧
際
的
提
議

J

ア
ミ

V

ダ
ム
案

ω具
閥
的
提
案
は
、
仰
は
一
の
未
成
品
で
ゐ
る
。
そ
れ
が
労
働
蟻

に
採
用
せ
ら
れ
、
更
に
英
凶

ω枇
骨
聞
に
・
吋
現
き
る
、
ま
で
に
は
、
品
川
は
多
〈
の
討
議
正
後
艇
を
見
る
こ
ど
で
あ
ら

う

o

ぞ
れ
伎
に
誌
で
は
唯
、
彼
等
の
理
論
的
主
張
を
夏
に
具
慨
的
に
補
説
す
る
意
味
に
於

τ、
そ
の
輪
腕
を
示
す

みも

l比

第
二
十
四
谷

t
一七
λ

t事

就

)L 

O 

に
止
め
る
。

第
一
、
陸
海
評
議
曾
法
律
に
よ
っ
て
市
設
的
に
設
り
ら
る
べ
き
経
術
評
議
品
目
は
、

る
も
の
、
己
す
る
Q

第
一
は
・
岡
氏
購
買
力

ω統
制
、
郎
も
「
刈
労
働
階
級
の
貨
幣
勢
賃
十
引
上
げ
る
，
}
己
に
よ
っ

て
、
新
た
な
る
有
効
需
要
を
創
造
L
、
且
つ
之
を
維
持
す
る
」
に
あ
る
し
第
二
の
機
能
は
、
国
民
生
成
力
の
統
制
、

一
一
勺
の
機
能
を
布
す

削
も
「
右

ω
新
た
な
る
市
要
を
し
て
、
生
産
の
琳
加
を
崎
川
家
品
川
し
め
物
債
の
騰
員
を
来
百
し
め
な
い
た
め
に
、
生
産

叫
咽

及
び
分
配
に
附
す
る
捌
民
的
能
力
的
改
善
及
び
計
査
を
な
す
」
に
め
る
。

第
一
の
機
能
を
川
市
す
た
め
に
は
、
勢
働
階
'
滅
的
購
買
力
に
附
し
て
三
つ

ω
任
務
が
要
求
さ
る
、
。
ー
最
低
勢
貸

針
決
定
し
且
つ
政
府
を
し
て
之
を
法
定
せ
L
h
u
る
こ
こ
、

2-MH際
に
支
怖
は
れ
つ
、
ゐ
る
平
均
勢
貨
の
計
算
、

3

将
来
生
産
力

ω解
放
3
れ
た
場
合
に
支
挑
ひ
得
る
可
能
的
拙
胃
袋
の
決
定
、
是
一
じ
ゐ
る
。
か
〈

L
て
純
憐
評
議
曾
は
、

質
際
的
平
均
勢
貨
を
し
て
標
準
的
法
定
努
貨
に
況
っ
か
し
め
・
夏
に
之
を
班
想
的
可
能
勢
貨
仁
ま
で
引
上
「
る
-
」

芭
を
労
む
る
も

ωで
ゐ
る
が
、
此
等

ω引
上
げ
は
.
綿
密
な
る
注
意
を
も
っ
て
漸
進
す
べ
〈
、
之
仁
よ
っ
て
惹
き

超
高
る
、
生
産
の
増
加
ご
併
行
す
べ
き
-
』
が
要
求
さ
る
、
。
何
正
な
れ
ば
、
生
康
増
加
を
仲
は
F
る
購
買
力
の

引
上
げ
は
、
直
も
に
物
資

ω
不
足
、
従
っ
て
物
衡
の
勝
賞
を
惹
起
す
る
か
ら
。
倫
ほ
叉
、
最
近
に
問
題
E
な
h
つ

一一

. 
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、
め
る
家
族
支
給
お
」
ぴ
失
業
手
賞
増
額
の
如
き
も
、

』
の
機
能
に
属
す
る
こ
芭
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

直
接
に
産
業
統
制
を
行
ふ
も
の
で
ゐ
る
。

干華
々

第
二
の
機
能
は
、

之
を
し
τ 
:ロ此..組
ピ 0)
詰産
且業
') 
宅昏統
器制
空竺 11 
Jふ、

Z音質
哲堕
有?

?E  
v て

ι問は
る、

ゐ

の
程
度

ωも
の
を
考
へ
符
る
が
、

彼
等
の
怠
闘
は
、

強
制
的
に
之
を
改
造
せ
し
め
得
ぺ

〈
、
ま
た
必
要
な
る
場
合
に
は
パ
「
基
礎
産
業
の
資
本
家
を
し
て
立
に
合
同
せ
し
め
、
且
つ
能
率
・
ゐ
る
基
礎
的
上
に

某

ω産
業
主
組
紙
す
べ
き
こ
よ
」
〕
士
、
強
制
し
得
る
も
の
ご
す
る
。

る
o

例
へ
ば
若
し
も
或
輔
の
産
業
が
、

そ
の
法
定
労
賃
に
耐
え
得
ぎ
る
附
は
、

経
済
評
論
曾
の
在
接
的
な
産
業
統
制
が
、

或
る
科
皮
に
楼
利
生
産
を
排
E
m
L
得
る
も
の
な
る
-
-
Z
は
、
「
戦
時
枇

郎
も
「
政
府
は
、

茶
の
産
業
に
寅
却
吉
る
ぺ

曾
主
義
』
仁
於
り
る
寸
産
業
統
制
局
」
の
経
臨
が
彼
等
を
数
へ
て
居
る
。

此
の
方
法
の
下
に
於

共
に
之
を
統
制
し
た
か
ら
、

比
目
的
産
業
が
資
却
す
る
製
品
の
償
絡
も
、

き
原
料
の
同
胴
格
も
・

一
定

ω手
数
料
を
得

τ、
・
原
料
か

生
産
に
従
事
す
い
ι
企
業
は
、
府
H

際
仁
於
工
は
刷
曾

ω
一
機
関
Z
な
h
J
、

ら
製
品
を
作
り
上
げ
に
い
山
り
で
あ
り
た
。

て
は
、

経
済
評
議
命
日
は
多
〈
の
任
務

而
し
て
此
析
の
機
能
を
県
す
た
め
に
は
、

産
業
部
門

ω間
に
絞
り
る
作
威
力
の
分
配
及

例
へ
ば
質
際
的
生
旅
力
及
び
可
能
的
生
斥
力

ω測
定
、

を
布
す
る
。

之
に
風
司
る
こ

か
の
恥
入
食
料
品
の
一
大
鼠
麟
大
お
よ
び
庇
接
輸
入

ω如
、
き
問
題
も
、

び
輔
換
等
々
ニ
れ
で
あ
る
o

z勿
論
で
ゐ
る
。

純
情
評
議
曾
が
一
の
立
法
的
な
経
済
機
関
FL
あ
る
正
占
れ
ば
、

会
有
さ
れ
た
る
銀

公
有
銀
行
組
織
。

第

勢
筑
引
上
け
じ
よ
る
購
買
力

師
同
じ
評
議
合

ω第
一
機
能
の
結
川
訴
さ
し

τ、

一
の
執
行
機
刷
で
あ
る
。

-FT
且
氏
主
.

/
4る
海
副

l

如
何
な
る
方
怯
じ
ょ
っ

τ之
を
賞
現
す
る
か
の
問
題
が
残
る
。

解
放
の
必
要
己
粍
皮
が
決
定
さ
れ
た
ご
[
て
も
・

部
二
拙

JL 

誕

苑

児
問
張
倒
慌
の
銀
行
固
市
論

協
ニ
ぃ
l

凶
在

九

判
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設

論

英
圃
骨
骨
働
識
の
融
行
固
有
諭

第
三
十
回
答

三
凡

O

第

焼

ブι

郎
も
公
有
苫
れ
た
る
金
融
制
度

ω機
能
は
、
新
ら
た
に
貨
幣
を
創
趨
し
、
差
嘗
h
接
定
の
最
低
勢
誌
を
賞
施
せ

L

h
U

る
こ
ど
に
よ
り
、
闘
民
の
購
買
力
を
解
放
す
ぺ
き
経
済
評
議
曾
の
機
能
を
執
行
す
る
に
ゐ
る
。

日
常
有
の
銀
行
組
織
を
作
る
た
め
に
は
・
何
等
新
ら
だ
な
制
度
を
創
設
す
る
の
要
は
な
い
。
た
い
γ

今
日
航
に
存
在

す
る
組
織
を
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
す
れ
ば
足
h
る
o

す
で
に
最
初
に
逃
ぺ
た
る
如
(
-
今
日
の
英
国
は
殆
ん
ど

完
全
に
集
中
さ
れ
た
る
金
融
組
織
を
有
す
る
o

こ
の
現
存
り
物
質
的
保
件
は
、
唯
一
の
貼
を
除
い

τは
、
ぞ
の
ま

、
に
之
を
公
布
制
度
に
鯨
換
し
得
る
o

唯
一
の
鮎
.
而
も
こ
り
動
が
最
も
重
要
で
あ
る

1

私
人

ω笹
利
の
た
め

に
す
る
金
融
制
度
的
獅
占
的
統
制
に
代
ふ
る
に
・
園
民
多
数
の
た
め
に
す
る
枇
曾
的
統
制
を
以
っ
て
す
る
に
過
き

な
い
。
そ
れ
故
に
英
嗣
銀
行
お
よ
び
五
大
銀
行
を
同
省
若
(
は
会
有
に
移
す
ご
ヤ
ム
こ
ど
は
、
必
宇
し
も
是
等
の

銀
行
が
政
府
機
闘
の
一
部
門
正
な
る
-
}
芭
を
意
味
す
る
も
の
で
な
〈
、
彼
等
に
従
へ
ば
、
そ
れ
は
た
ャ
究
局
の
金

融
統
制
を
園
民
代
表
の
手
に
牧
め
ん
ご
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
も
此
の
こ
ピ
な
く
し
て
は
、
金
融
組
織
を
し
て
彼

等

ω期
待
す
る
執
行
機
関
た
ら
し
h
U

る
-
-
Z
能
は
や
，
、
又
こ
れ
き
へ
あ
れ
ば
、
そ
の
目
的
は
十
分
に
達
し
得
る
ご

彼
等
は
考
へ
る
U

第
三
・
消
費
者
信
用
リ
公
有
銀
行
組
織
は
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
、
国
民
山
購
買
力
を
解
脱
し
得
る
か
?

蕊
に
彼
等
は
ニ
つ
の
越
伴
業
を
提
出
す
る
。
第
一
は
、
勢
働
者
に
劃
し
て
直
接
に
信
用
を
輿
ふ
る
方
法
。
却
も
金

融
機
関
に
よ
り
新
た
に
創
匙
さ
る
べ
き
貨
幣
を
以
つ

τ.
法
定
賃
銀
に
楓
到
す
る
現
寅
賃
銀
の
不
足
額
を
ば
、
郵
便

局
又
は
職
業
紹
介
所
を
通
じ

τ、
労
働
者
に
支
始
す
る
も
の
で
め
る
。
此
の
方
法
は
、
そ
の
目
的
が
直
接
に
勢
働

階
級
の
生
活
向
上
に
め
る
ニ
己
を
庶
税
制
問
明
仁
示
せ
る
蜘
に
就

τ、
一
の
長
所
を
有
す
る
が
、
衣
に
述
べ
ん
ど
す

句、

~ ， ~ 4~. 



し

る
第
二
の
方
法
仁
比
較
L
1
短
所
ご
す
べ
き
は
、
第
一
に
、
申
書
修
的
な
非
舵
曾
的
な
産
業
を
衣
第
に
駆
逐
し
て
刑

曾
的
仁
必
要
な
産
業
を
之
に
代
ら

L
め
る
こ
と
は
、
此
の
方
法
そ
の
も
の
か
ら
は
在
接
に
出
て
来
な
い
。
第
二

仁
、
図
家
の
信
用
に
よ
り
新
た
に
喚
起
さ
れ
た
需
要
か

4
生
れ
る
俄
剰
利
潤
を
ば
、
一
公
衆
の
た
め
に
利
用
す
る
こ

正
が
由
来
な
い
臼
古
う
す
る
た
め
に
は
別
に
煩
溺
な
特
別
租
税
の
手
績
に
よ
る
外
な
い
。
そ
れ
故
に
彼
等
は
寧
ろ

第
二
の
方
法
を
推
思
す
る
。

第
二
の
方
法
は
、
生
産
資
本
家
を
通
じ
て
間
接
に
消
柴
者
信
用
を
設
定
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
。
経
済
評
議

曾
は
、
一
方
に
、
生
産
資
本
家
に
向
っ
て
法
定
券
貨
の
支
榔
を
強
制
す
る
ご
共
に
、
他
方
に
は
公
有
銀
行
を
し

て
、
そ
の
生
産
家
に
向
つ

τ除
分
労
袋
内
支
抑
に
相
賞
す
る
に
け
の
貸
越
を
な
3
し
め
る
。
而
も
此
山
貸
越
は
・
次

第
に
不
必
要
ご
な
る
で
あ
ら
う
o

何
故
か
ど
い
ふ
に
、
勢
働
者
の
購
買
力
り
増
加
は
そ
の
産
業

ω設
気
を
依
復
せ

し
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
伶
剃
利
潤
を
生
す
る
だ
け
、
そ
れ
に
げ
法
定
券
質
的
支
拐
に
耐
え
得
る
に
至
る
か
ら
で
め

る
。
勿
論
経
済
評
議
曾
は
、
激
帆
貸
越
許
拠
の
代
償
ご
し
て
、
一
定
的
産
業
統
制
機
を
得
る
筈
ピ
か
ら
、
某

ω産

業
に
劃
す
る
一
切
の
調
査
乃
至
監
皆

ω自
白
は
、
十
分
に
被
保
さ
れ
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
。

此

ω方
法
ど
労
働
者
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
第
一
の
方
法
乙
異
ら
な
い
。
生
東
資
本
家
も
之
に
よ
っ
て
、
新
た
な

勢机
H
A
H
携
に
け
は
補
給
さ
れ
る
か
ら
、
そ
ニ
に
は
需
要

ω
増
加
ご
い
ふ
こ
ご
以
外
に
は
何
等

ω
漣
勘
も
存
L
得
な

い
。
而
も
此
り
方
怯
の
長
所
ご
し
て
、
第
一
に
、
発
修
的
産
業
ご
必
要
産
業
ご
め
匝
別
は
貸
越
許
拠
の
場
合
に
嘗

然
に
な
さ
る
、
か
ら
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
側
換
eT
庶
接
に
促
進
す
る
こ
ピ
が
出
来
る
ο

第
二
に
、
新
た
に
喚
起

さ
れ
た
需
要
か
ら
得
ら
晶
、
倫
剰
刺
潤
は
、
自
動
的
に
勢
質
的
増
加
に
振
向
り
ら
る
、
。
第
三
に
、
す
べ
て
の
産

説

~~ 

九

英
闘
卦
働
識
の
能
行
固
有
論

停
二
十
四
巻
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A 
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現i

英
間
接
働
端
白
銀
行
固
有
諦

第
二
卜
凹
笹

詑

j日L

第

t世

:九

四

業
は
7

ぐ
の
資
金
を
剛
山
付
銀
行
に
仰
μ
L
』
己
、
な

h
、
今
日
花
川
営
り
銀
行
に
握
ら
れ
て
居
る
底
大
な
経
済
的
備
力

日

は
、
誌
に
始
め
て
妙
川
山
政
府

ω子
に
傘
港
古
る
、
で
ゐ
ら
う
c

要
す
る
に
彼
等
内
氏
際
渠
は
、
苫
は
Lr一
に
複
雑
多
岐
な
も
の
で
は
な
い
o

「
若
[
も
労
働
政
府

ω故
初
の
一
一
つ

の
法
案
が
.
銀
行
り
枇
曾
化
ご
絞
済
評
議
命
日
の
設
立
‘
乙
で
あ
っ
た
ご
す
れ
ば
、
そ
の
政
府
は
経
済
的
機
力
を
獲
得

せ
ん
正
す
る
闘
争
に
於
て
、
泊
時
酬
に
準
備
し
に
も
の
で
め
る
o

日
‘
品
等
の
二
制
度
は
、
比
較
的
知
期
間
に
通

過
[
待

ι簡
明
な
法
案
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
相
官
る
で
あ
ら
う
し
、

政
府
は
、
銀
行
お
よ
び
評
議
命
日
を
逓

ιて
得
ら
る
、
経
協
約
的
備
力
り
手
段
に
よ
っ
て
、
同
氏
の
負
託
を
途
行
l
得

め

る
で
ゐ
CJ
う
c
L

こ
れ
が
彼
等

ω確
信
で
あ
る
心

一
に
び
是
等
が
法
典
に
上
っ
た
な
ら
ば

毒事
イ助

日目

品古

論

之
を
要
す
る
に
、

彼
等
り
主
張
は
第
一
に
、
生
産

ω
狗
市
三
金
融
資
本
の
支
配
こ
い
ふ
後
期
資
本
主
義
の
客
制

申
H
P
守
を
恐
品
し
A
L
Z
H
ゐ
o

f
-
-
2
Hニ一
μ

す
で
に
経
滅
的
脱
力
が
生
成
資
本
家
か
ら
金
川
資
本
家
仁
移
つ
℃
陪
乙
此
り
時
代
に

間
早
似
る
生
出
肱
手
段
の
公
一
付
や
作
産
の
日
常
縫
合
E
M
H
現

L
得
た
ご
し
J

し
も
、

於
て
、

ぞ
れ
が
県

L
て
生
産

ω
刷
命
的
統

多
放
者
の
生
活
を
山
上
せ

L
め
得
る
か
は
局
間
で
あ
ら
う
。

制
を
疏
ら
[
て
生
応
力
山
東
緋
十
一
昨
欣
し
、

此
鮪
じ

同
々
た
る
成
業
問
有
論
に
一
歩
を
先
ん
や
る
も
の
で
あ

1
7
1
第
一
一
に
、
澗
占
己
金
融
資

本
が
多
数
者

ω生
活
を
如
何
に
脅
hr
す
か
に
就
工
、
彼
等
は
特
に
戦
後
の
英
国
に
於
り
る
慨
蹴
を
基
礎

t
L
て
肘

於
て
銀
行
凶
有
論
は
、

る
。
従
う

1
彼
等
の
限
は
ず
同
〈
保
た
れ
て
印
刷
る
に

L
て
も
、

仁
?
と
-
-
と

l
l
・-
3
2
7
J
I
-
-
、

i
j
u
.ヨ
Uji--4IHd伺
U
U
昨
I
J、

若
〈
は
品
恥
昨
川
崎
芳
代
同

ibid.. p. 19 
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の
法
定
正
ハ
γ

ム
が
如
吉
、
極
め
て
低
き
所
か
ら
出
駿
す
る
。
第
三
に
、
是
等
二
つ
の
事
情
は
、
彼
等
を
し
て
、
少

(
ご
も
交
通
手
段
ご
し
て
の
貨
幣
乃
至
金
融
組
織
を
待
愛
せ

L
U
る
に
至
る
。
新
し
き
枇
曾
は
、
古
き
枇
命
に
活

鱒
す
べ
き
で
な
〈
・
古
き
枇
曾
の
内
に
最
も
高
く
俊
脱
し
た
諸
僚
件
を
恭
礎
正
し
て
、
手
の
上
に
之
を
ア
ラ
フ
へ

1
4
y
i
る
も
の
に
正
す
れ
ば
‘

A
丁
目
り
資
本
家
枇
併
に
於
り
る
令
倣
組
織

-
Z
¥
深
き
注
意
ご
研
究
に
値
す
る

も
の
で
は
な
が
ら
う
れ
?

Jft 

手E

英
岡
野
働
掠
白
銀
行
固
有
諭

第
二
十
四
谷

三
八
三

策

腕

九
五

借

τ、
多
〈
の
此
曾
主
義
運
動
は
、
究
局
に
於
℃
は
、
多
数
消
費
者
に
よ
る
生
産
の
統
制
を
要
求
す
る
も
の
だ

ご
見
る
ニ
ご
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
如
何
な
る
枇
留
組
織
を
採
る
を
問
は
宇
、
経
済
組
織
の
理
悠
的
機
能
は
、
そ

の
一
枇
曾
成
員
り
多
数
が
最
も
必
要
正
す
る
物
資
を
最
も
盤
市
に
提
供
す
る
こ
正
に
ゐ
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
古

う
し
て
資
本
主
義
の
枇
曾
は
・
倒
人

ω消
民
生
活
ケ
白
向
に
放
任

L
、
各
人
の
必
要
を
需
斐
に
総
評
せ
じ
め
、
此

の
需
要
を
指
棋
ご
し
て
行
は
る
、
生
産
も
亦
こ
れ
を
各
人
の
白
山
に
放
任
[
、
か
く
す
る
ヨ
」
正
に
よ
っ
て
、
前
要

に
よ
る
生
産

ω鋭
意
識
的
統
制
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
純
一
志
識
的
統
制
は
、
生
産
山
自
由
統
領
省
、
¥
所
得

の
平
等
分
配
ピ
い
ふ
二
重

ω前
挺
が
許
さ
る
、
場
合
に
於

τ、
始
め
一
1
北
訂
期
待
合
併
H
現
L
得
る
で
ゐ
ら
う
。
白

向
山
肌
争

ω行
は
れ
た
前
期
資
本
主
義
に
あ
っ
て
は
、
何
を
ど
仰
い
だ
り
生
産
す
べ
き
配

ω決
定
は
、
一
騰
は
生
産
資

本
家
に
よ
hJ
、
結
局
は
消
費
者

ω前
要
に
よ
り
決
定
せ
ら
る
、
も
り
で
あ
る
か
ら
、
比

ω枇
併
の

-Tに
あ
っ
て
、

若
し
も
所
得
り
平
等
分
配
が
行
は
れ
、
各
人
の
必
要
が
そ

ωま
、
需
要
ご
な
っ
て
表
は
る
、
な
ら
ば
、
誌
も
必
要

な
物
資
が
最
も
山
官
官
に
生
産
さ
る
、
こ
ご
、
な
る
で
ゐ
ら
う
。
け
れ
ど
も
か
(
の
如
、
さ
批
曾
を
想
定
す
る
こ
ご

は
、
資
本
主
義
そ
の
も
の
さ
矛
盾
す
る
、
資
本
主
義
は
官
内
不
卒
等
か
ら
出
後
す
る
か

ι。
の
み
な
ら
中
資
本
主

， 

..... 



識と

チ包

九
7て

英
国
掛
働
識
白
銀
行
固
有
論

第
二
十
回
答

一
=
八
回

M 

'" 
豊島

義
の
嫌
叫
此
は
、
是
等

ω前
提
を
そ
の
反
劃
物
に
俊
民
せ
し
め
る
。
白
山
競
宇
は
濁
占
に
代
り
、
富

ω不
平
等
が
盆

々
著
し
く
な
っ
た
後
期
資
本
主
義
に
於
て
は
、
生
産
に
閲
す
る
後
-
百
機
は
、
プ
万
で
は
多
数
消
費
者
か
ら
少
数
消

費
者
へ
移
り
、
他
方
で
は
濁
占
生
産
者
表
〈
は
金
融
資
本
家
へ
奪
ひ
取
ら
れ

τ居
る
。

資
本
主
義
的
で
な
い
生
産
統
制
の
方
法
正
し

τ、
考
へ
得
ら
昌
三
一
つ
の
方
法
は
、
第
一
仁
、
消
費
者
代
表
の

子
仁
ょ
っ

τ、
多
数
消
柴
者
山
消
費
す
べ
き
物
的
称
数

t
分
量
を
考
量
L
、
之
に
従
っ
て
組
織
的
計
書
的
じ
生
産

を
統
制
す
る
か
、
第
二
仁
、
制
人
的
意
士
山
に
放
任
さ
れ
た
消
費
を
需
要
に
よ
っ
て
表
示
せ
し
め
、
こ
の
需
要
的
指

示
す
る
所
に
従
っ
て
生
産
を
意
識
的
仁
統
制
す
る
か
、
の
何
れ
か
で
あ
ら
う
。
前
者
は
生
産
を
組
織
的
計
主
的
に

統
制
す
る
ピ
共
に
、
そ
の
結
同
市
ご
し

τ伽
人
の
消
費
は
放
任
を
許
さ
れ
グ
る
こ
正
、
な
る
か
ら
、
そ
れ
は
正
し
〈

資
本
主
義
的
方
法
己
正
反
射
割
で
あ
る
o

後
者
は
雨
者
の
中
間
を
行
く
も
の
で
あ
っ
て
、
消
費
の
白
山
放
任
に
於

τ

資
本
主
義
に
類
し
、
生
産
の
意
識
的
統
制
に
於

τ第
二
者
に
類
似
す
る
。

然
ら
ば
絃
に
問
題
ご
す
る
銀
行
困
有
運
動
は
、
此
の
駄
に
闘
し
て
如
何
な
る
意
義
E
岡
山
似
を
認
め
得
る
か
?

彼
等
り
所
誠
「
消
費
者
信
用
』
は
、
号
の
限
h
に
於

τは
、
所
得
分
配
的
不
平
等
を
緩
和
せ
ん
正
す
る
一
一
樹
の
分

配
政
策
で
ゐ
る
。
勢
働
階
級
の
所
得
を
闘
家
り
信
用
に
よ
h
て
補
給
す
る
こ
ご
に
よ
h
、
多
数
消
費
者
的
生
産
後

言
植
を
術
大
せ
ん
正
す
る
も
の
で
め
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
限
h
に
於
日
る
提
案
の
煩
伯
は
、
そ
れ
が
如
何
な
る
程

度
に
分
配

ω
不
平
等
を
矯
正
し
得
る
か
?
具
値
的
に
は
、
法
定
労
賃
が
質
際
労
賃
に
近
量
刑
何
度
に
止
ま
る
か
、

北
引
く
は
そ
れ
が
資
本
家
一
的
利
潤
を
会
〈
併
呑

Lτ
、
彼
等
を

Lτ
生
産
を
断
念
[
て
之
を
会
有
に
移
苫

L
む
る
程

度
に
越
す
る
か
に
依
っ
て
、
異
る
で
あ
ら
う
o

h
ル
ヤ
法
定
労
貨
が
後

ω場
合
に
ま
で
向
上

Lτ
、
柑
背
負
凶
性
質
を

著
し
〈
議
じ
得
た

t
L
て
も
、
こ
の
こ
ご
か
ら
直
も
に
、
多
数
消
費
者
的
生
産
支
配
が
完
全
に
生
れ
来
る
か
は
、

疑
問
で
あ
ら
う
。
そ

L
て
法
定
勢
貨
の
科
皮
Z
多
数
治
山
賞
者
の
脇
田
言
明
担
度
己
は
、
勢
働
政
府
の
勢
力
、
究
局
仁
以

属、、.



勢
働
者
階
級
ご
資
本
家
階
級
ご
の
力
の
相
違
に
依
存
す
る
問
題
で
あ
ら
う
。

消
費
者
に
よ
る
生
産
的
無
意
識
的
統
制
が
完
全
に
行
は
れ
る
た
め
に
は
、
所
得
分
配
の
卒
等
正
い
ふ
-
』
亡
の
外

に
、
備
は
生
産
に
於
け
る
白
山
競
守
を
必
要
ご
す
る
。
生
産
が
獅
占
ト
ラ
A

ト
の
手
に
振
ら
る
、
場
合
に
於

τ

は
、
逆
に
生
産
に
よ
る
消
費
の
統
制
が
行
は
る
、
も
の
で
あ
り
、
ま
た
獅
占
の
目
的
が
此
の
こ
ピ
に
あ
る
は
一
吉
ふ

ま
で
も
な
い
I

。
そ
れ
い
放
に
若
し
も
彼
等

ω提
案
が
、
日
早
に
「
消
費
者
信
用
」
に
止
ま
る
も
の
な
ら
ば
、
換
言
せ
ば
経

泌
許
可
市
曾
的
機
能
が
、
第
一
機
能

ω需
要
統
制
じ
止
ま
る
も
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
軍
な
る
分
配
政
策
仁
池
き
や
，
、

加
仰
上
口
一
り
い
作
証
す
る
今
日
に
ゐ
つ
て
は
、
そ
れ
白
身
ゆ
目
的
を
返
す
る
こ
ご
さ
へ
困
難
で
あ
ら
う
。
生
産
の
直
接
統

制
全
目
的
正
す
る
第
二

ω
機
船
弘
、
此
り
意
休
に
於
工
極
的

τ重
要
な
る
役
割
を
有
っ
。
彼
等
の
主
張
す
る
生
産

統
制
は
、
所
得
分
配
り
鋳
正
に
よ
っ

τ多
数
泊
川
究
者
り
新
た
に
獲
得
す
ぺ
き
生
産
経
言
植
を
確
保
し
、
若
く
は
造

成
せ
し

U
る
た
め
に
、
そ
の
需
製

ω表
示
す
る
所
に
従
う
1
、
生
産
を
意
識
的
に
統
制
す
る
も
の
で
ゐ
る
o

そ
れ

故
に
此
山
生
康
統
制
は
、
消
費
者
代
表
に
よ
る
組
織
的
計
責
的
な
統
制
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
I

G

多
数
者
的
購

買
力
訓
告
〈
は
有
矧
需
要
が
、
彼
等

ω
提
案
じ
於
り
る
一
の
重
貼
を
な
す
は
此
の
故
で
あ
b
、
消
農
の
側
人
放
任
は

彼
等
の
拾

τ難
い
所
で
あ
る
。
郎
も
『
貨
常
的
提
供
に
よ
っ
て
説
明
苫
る
、
所
の
明
ら
か
な
需
要
を
倣
〈
時
は
、

五
日
々
は
何
を
供
給
す
ぺ
き
か
を
、
ど
う
し
て
知
力
得
ゃ
う
o

五
口
々
は
(
此
の
場
合
て
そ
の
市
民
切
消
費
す
ぺ
き
も

ω
r
z考
へ
ら
れ
る
物
に
け
を
生
産
す
る
所
山
一
全
能
の
政
府
の
獅
裁
の
下
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
』
ご
彼
等
は
善
一
日

ふ。
そ
れ
放
に
経
済
評
議
品
目
に
ニ
つ
の
機
能
を
有
せ

L
め
ん
ご
す
る
彼
等
の
主
張
は
、
一
方
に
新
!
吉
刷
曾
の
要
素

た
る
生
産
の
刑
曾
的
統
制
金
主
張
す
る
正
共
に
、
他
方
に
は
、
資
本
主
義
の
下
に
存
す
る
消
費

ω需
要
へ
の
表
現

を
存
紙
せ
し
め
ん
正
司
る
も
の
で
あ
れ
り
、
そ
れ
は
前
に
述
べ
た
る
第
三
和
の
生
産
統
制
を
意
味
す
る
o

た
い
此
場

事'.

説

英
同
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銀
行
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有
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者E

英
国
捗
働
識
の
叫
行
同
有
市

第
二
十
四
を

泣

一A
穴

tι 

挽

プL
J、

合
に
於
け
る
生
産
の
枇
曾
的
統
制
は
、
等
し
，
、
意
一
誠
的
統
制
で
ゐ
っ
て
も
、
第
一
一
者
の
場
合
に
於
げ
る
が
如
き
積

極
的
な
臼
設
的
統
制
た
る
ニ
正
は
不
可
能
で
ゐ
り
、
ぞ
れ
は
消
極
的
受
動
的
た
る
を
免
れ
す
、
従
っ
て
意
識
的
で

は
あ
わ
符

τも
、
完
全
な
計
宜
的
組
制
的
統
制
に

b
得
る
司
』
正
は
困
難
で
ゐ
ら
う
。

消
費
者

ω必
要
を
市
要
仁
繊
詳
し
て
表
示
せ
L
h
u
る
こ
己
、
、
此
の
表
示
に
従
っ
て
生
産
を
泣
識
的
に
統
制
す

る
こ
ピ
、
、
此
り
二
つ
の
主
張
は
又
、
刑
台
耐
相
秘
に
於
り
る
貨
鯨
乃
苧
一
金
融
組
織
の
機
能
を
俳
宣
す
る
こ
ピ
を
意

味
す
る
o
仰
は
附

m
F
金
融
細
川
酬
は
、
今
日
り
儲
仁
傍
利

ω手
段
己
し
一
JL
働
(
代
ム
リ
に
、
第
一
次
に
は
所
得
的
分
配
手

段
ご
な
与
、
第
一
一
夫
に
は
物
資

ω配
給
手
段
と
な
ら
、
第
三
次
に
は
、
産
業
川
に
於
け
る
生
産
力
分
配
の
手
段
ご

な
り
得
る
o

経
済
評
議
舎
の
第
一
機
能
は
前
二
者
に
閥
物
L
、
第
二
の
機
能
は
第
一
一
一
心
生
産
力
分
配
に
関
聯
す

る
。
今
日
り
此
曾
に
於
て
も
、
金
融

ω耐
命
的
機
能
は
、
産
業
郎
門

ω間
に
於
け
る
生
産
力

ω分
配
を
な
可
も
の

ご
見
ら
る
、
が
、
ぞ
れ
は
に
い
今
日
に
ゐ
つ
て
は
、
意
識
的
行
錯

ω畑
、
意
識
的
結
果
正
[
て
資
生
す
る
に
過
ぎ
な

い
に
劃

L
工
、
彼
等
の
主
張
は
、
之
合
意
識
的
に
行
は
ん
三
す
る
に
あ
る
。
ぞ
れ
依
に
彼
等
川
従
業
以
、
之
を
全

般
正
し
て
金
融
凶
刷
命
日
的
統
制
・
乙
一
見
る
こ
じ
が
出
来
る
。
此
凶
意
味
の
令
融
統
制
H
H
、
共
の
目
的
ご
脱
誠
に
於
て

極
め
て
明
叫
酬
で
の
る
o

第
一
弐
に
そ
れ
は
松
山
止
努
貨
を
棋
減
己

L
て
所
得
分
配
的
矯
正
を
日
的
ご
す
る
。
第
二
失

に
そ
れ
は
、
川
市
川
宜

ω14説
全
似
品
己

L
τ
生
産
部
門

ω
間
に
穴
力
ぜ
分
配
す
る
o

き
う
し
て
此
ゆ
錦
二
次
的
な
金

融
統
制
に
よ
ゐ
生
斥
統
制
は
・
縦
術
的
悦
力
り
機
保
苫
る
、
限
り
に
於
ー
は
、
そ
り
ニ
ぜ
自
身
正
し
て
は
技
術
的

意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
hr
ら
、
そ
の
刷
制
倣
は
事
ゐ
第
一
…
機
能

ω
耗
皮
に
依
存
す
る
。
討
し
も
多
数
的
技
者
的

必
要
が
比
較
的
率
直
に
需
援
に
表
現
し
、
ヨ
}
れ
が
北
(
悩
に
生
雄
統
制
に
求
は
れ
た
ご
す
此
ば
、
今
日
山
り
訓
留
は
徐

程
そ
り
越
を
異
に
す
る
に
至
る
で
め
一
広
一
う

L
、
若

L
叉
こ
れ
に
反
す
る
ピ
す
れ
ば
、
殆
ん
ど
大
き
な
期
待
を
か
け

得
な
い
で
あ
ら
う
o

迭
に
至
っ
て
問
題
以
、
た
い
V

両
者

ω聞
に
表
は
れ
る
カ

ω均
衡
に
よ
っ
て
解
決
さ
る
、
の
外

キ
品
、
1
0

円
。
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